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1．は じ め に

　昆虫や 鳥類 が繁栄 して い る 理 由の 一
つ に

， 進化

の 過程で 「は ね」 を獲得し た こ とを挙 げ る こ と が

で き よ う。 昆虫類の 「は ね （翅 ）」 は
， そ の 起源 ・

形態と もに 鳥や コ ウモ リの 翼 とは異 るけれ ど ， 両

者 とも機能的 に は飛翔 （行）に 役立 っ て い る点で

共 通 し て い る と考 え ら れ る （PRINGLE 　19571i），

柳田 1962コ6｝
， 東 1991】 1

）。

　翼面荷重また は翼荷重 （wing 　load）と は本来，

翼面に よ っ て機体の 浮力を高め る た め の 航空力学

上の 用語で あ る が ， 有翅の 昆虫類に も十分適用で

き る も の と思 われ る。航空機の 飛行 （flight）は

主 に 浮力と推進力と に よ っ て 行わ れ ，昆虫で は体

重 ldg を運ぶ 翅 の 面積 は 羽 ば た き 回数に 反比例

し て 鱗翅 目 （Lepidoptera）が最 も大 き く ， 次 い

で 蜻蛉 目 （Odonata ）， 半翅 目 （Hemiptera ），双

翅 目 （Diptera），鞘翅 目 （Coleoptera）な ど の 順

に小 さ く な る こ と （磯 田 19555り や ， 鱗翅 目 の 蝶

類 で は浮 力を得 る た め に 用 い る 力 は 極 め て 小 さ

く，前進飛翔 （行 ）に 多く の 力を用い て い る （五

十嵐 19573））こ となどが知 られ て い る。

　 と こ ろ で ，昆虫学 の 分野で は 翼面荷重 あ る い は

翼荷重 よ りも 「翅荷重」 の 方が よ い の か も知れ な

い が
，

こ れ ま で の 2
，

3 の 報文 （磯 田 195S5｝

， 高

井1966’3｝
）の 前例に な ら っ て 翼荷重 （体重 を支え

る翅面荷重の 意）を用い る こ と に す る 。 もち ろ ん

昆虫 の 飛翔 （行〉は単 に 翼 荷重 の み で 決 ま る わ け

で は な い が （岡島 ・丸山 1975 ’D 〕

， 石井 1982s）

， 池庄

司 ら 19864］），今回は 森林害虫，庭園害虫，衛生害

虫 で あ り
， 且 つ 屋外型 の 不快な 家屋害虫と し て も

重要 で あ る マ ツ カ レ ハ Dendrolimus 　sPectabilis

BUTLER （田村 ら19961s〕

）の 成虫 の 浮力 に 関係す

ると考 え られ る翼荷重 に つ い て検討 し た結果，若

干の知見を得た の で 報告す る。

　本文に入 るに先立ち，供試虫 の 提供 を受けた小

久保醇博士 ，実験の 一部 を手傅 っ て貰 っ た長屋和

行氏な ら び に デ ータ 解析 に当た り電算 機使用 の 便

宜 をは か っ て い ただ い た千葉大学 の 天 野洋教 授 に

対 し謝意 を表 した い
。

1 ．材料および方法

　 1991〜1993年，関東地方の松林 で採集 した マ ツ

カ レハ の幼虫を，休眠を誘導 し な い 25℃恒温 ， 明

期 16時間
・暗期 8 時間 の 長 日条件下 で ， ク ロ マ ツ

Pinus 　Thun　bergii　PARL ，
の 新鮮 な 1 年葉 を給与

し て得 ら れ た 末交尾 の 成虫，雌雄 各100個体 を供

試 した 。

　体重 の 秤量 に は電子天秤 ， 翅 の 面積 の 測定 に は

自動面積計をそ れぞれ使用 した。体重 は羽化後 24

時間以 内に酢酸 エ チ ル で殺 し た成虫を30分経過後

に秤量 した 。な お
， 翅 は胸部 より切 り離 して全翅

の 面積 を測定 した 。

1）
東京農 業大 学

皿．結果および考察

　 マ ツ カ レ ハ 成 虫 の 体重 は ， お お む ね 雄200 〜

1200mg，　 Ve　IOOO　一　4000mg，全 翅 面積 は 雄 750 −

1500mme，雌 1300〜2300m皿
z
で ，体重，翅の 面積 と

も に 雄 よ り も雌 の 方 が 有意 に 大 き く
， 体 重 （y）

と全 翅面積 （x ）と の 間 に は次 の 関係式 が成 立 し

た （図 1 ＞。

　　　　　雄 ：y＝0．724x − 148 ．693

　　　　　　　　（r
＝0．672）

　　　　　雌　：y ； 2．256x − 1311．924
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図 1　 マ ツ カ レハ の 翅の 面積 と体重 との 関 係
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図 2　マ ツ カ レ ハ の 体重 と翼荷重 と の 関係

　　　　　（● ：雄，○ ：雌 ）

4000 5000

一 2 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The society of Urban Pest Management, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　sooiety 　of 　Urban 　Pest 　Management 厂　Japan

　　　　　　　　 （r ＝ 0．818）

　ま た ，体重 を B ，翅 の 面積を W と す れ ば
， 翼

荷重 （L ）は次式で表す こ とが で き る 。

L ＝
「7

　さ ら に ，翼荷重 （ム）を縦軸 （y＞に，体重 （B ）

を横軸 （x ）に と れ ば
，

x と y と の 間に は 次 の 関

係式が成 り立つ （図 2 ）。

　　　　　雄　：y
＝O．00056x 十 〇．207

　　　　　　　　 （r ＝ O．822）

　　　　　此隹　：y ；O．00032x 十〇．643

　　　　　　　　 （r
＝0．875）

　
一

般 に生物 は微生物 の よ う に 小 さ い ほ ど空中で

の 浮力は大 き い と され て い る （柳田19621e））。

　マ ツ カ レハ の 成虫は
， す で に 明 らか な よう に 雄

は雌 よ り も小 さ い （佐 々 木1901 ’Z ，

， 神谷 1934 ’ ）

，

松下 19439 ｝

， Eヨ村 ら199214〕， 1996 ’5＞）うえ ， 複眼

と触角 は雄 の 方が よ り発達 し て い る の で
， 翼荷重

が 小 さ い こ と と 相俟 っ て 雌 よ り も雄の 方が 飛 翔

（行）に適 して い るも の と思われ る 。
こ の こ とは ，

成虫の 飛翔活動が雌 よ り も雄の方が活発で ある こ

と と も よ く符号 す る （小林 ら 1973s，，五 十 嵐

19822｝）。 したが っ て ， 本種 の 成 虫が夜 間に 灯火

へ 飛来す る こ と に よ っ て もた ら され る 「家屋害虫」

と し て の重要性は
， 雌に比 べ て 雄の 方が大き い も

の と 推察 され る 。

　な お ， 体の 大 き い 雌 の 翼荷重 よ り も，小型 の 雄

の 翼荷重 の 方が小さ い の は，体を空中で 支え る翅

の 面積 の 減 り具合よ り も重量が減少す る程度 の 方

が大き い ため で ある。因み に ，昆虫 の 形 が相以形

な ら，翅幅が 1／ 2で あれ ば翅 の 面積 は 1／4に 減 り ，

体重は さ らに 少な くな り1／8に 減少す るか らで あ

る （東 19911〕）。
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　　　　　　　　　 Summary

　Wing 　load　of 　the 　Pine 　moth ，1）endrolimus

5メ）ectabilis 　BUTLER 　as 　nuisance 　insect　a 「e　P 「e ’

sented 　in　this　paper ．　 The 　result 　are 　sum 皿 arized

as 　follows．

　 The 　index 　Qfmaleswing 　load　was 　lighter

than 　that　of 　females．

キーワー ド ：不快昆 虫，マ ツ カ レ ハ ，翼荷重，飛

　翔行動．

Keywords ：Nuisance　insect；Pine　moth ；Wing

　load ；Flight　behaviour．
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